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 臭化タリウム(TlBr)半導体と鉛遮蔽体からなる指向性ガンマ線検出器の開発に取り組んでいる。2019
年秋の年会では、密封線源(137Cs)を用いた実験を行ない、開発した指向性ガンマ線検出器が高い指向性

を示したことを報告した(2N09)。本研究では、日本原子力開発研究機構・放射線標準施設(FRS)にて指

向性ガンマ線検出器の高線量場においての評価を行なったところ、良好な指向性が得られることが分か

った。 
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1. はじめに 

臭化タリウム(TlBr)は化合物半導体の一種であり、高原子番号元素である Tl を含み、かつ高密度(7.56 

g/cm3)であるために、光電吸収効率が高い。そのため、TlBr から構成されるガンマ線検出器はピーク効率が

高い。我々のグループではこのような特徴を持つ TlBr に着目し、高線量場で使用することを念頭において

TlBr ガンマ線検出器と鉛遮蔽体を組み合わせた指向性ガンマ線検出器の開発を行なってきた。これまでに、

50 mSv/h 環境下で動作可能な極小体積 TlBr ガンマ線検出器の開発（2018 年春の年会(2F20)）及び、TlBr

指向性ガンマ線検出器評価を密封線源(137Cs)を用いて行なってきた（2019 年秋の年会(2N09)）。本研究では、

開発した指向性ガンマ線検出器の高線量場における指向性の評価を日本原子力研究開発機構・放射線標準施

設(FRS)にて行なった。 

2. 開発した指向性ガンマ線検出器 

 純化した TlBr 結晶を用いて TlBr ガンマ線検出器を製作した。

TlBr ガンマ線検出器はピクセル電極を陽極に有し、有感部体積は

(0.5 mm × 0.5 mm × 2.0 mm)である。鉛遮蔽体の寸法は 1 mm × 5 

mm × 20 mm である。鉛遮蔽体の前後に TlBr ガンマ線検出器が

配置されている。Fig.1 は開発した指向性ガンマ線検出器である。 

3. 高線量場における指向性ガンマ線検出器 

 開発した指向性ガンマ線検出器の指向性評価を FRS において 2 

mSv/h(137Cs)の環境下にて行なった。指向性ガンマ線検出器は回転ステ

ージ上に配置してあり、線源との角度を変えながら指向性の評価を行

なった。各入射角度における TlBr ガンマ線検出器 1, 2 のピークカウン

ト数の比を Fig.2 にまとめた。Fig.2 から分かるように、高線量場

においても開発した指向性ガンマ線検出器は高い指向性を示し、

角度分解能は約 6°であった。 
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Fig.1 開発した指向性ガンマ線検出器 

Fig.2 入射角度毎の TlBr ガンマ線 

検出器 1, 2 のピークカウント数の比 
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